
令和２年１月６日  

 

令和２年度 筑波大学附属病院海外派遣事業  

医学類生の海外派遣支援事業募集要項 

 

                            附属病院長  原  晃 

副病院長（国際担当） 

国際医療センター部長 

平松 祐司  

             

  筑波大学附属病院では、附属病院海外派遣事業の一環として、医学類生を対象として、臨床研修、 

臨床研究または国際連携推進を目的とした海外派遣支援を、下記のとおり実施する。  

ただし、派遣期間が令和２年４月 1日から令和３年２月末日の間の渡航に限る。  

   

１．申請方法   

医学類国際交流委員会海外臨床実習選考会の合格通知書を受理後、附属病院国際医療センター

に申請すること。  

  

２．派遣期間  

   令和２年４月 1日から令和３年２月末までの任意の期間であること。 

 

３．渡航目的  

   臨床研修、臨床研究または国際連携推進を目的とした海外渡航であること。 

 

４．応募資格等   

医学類国際交流委員会海外臨床実習選考会の審査に合格した者であること。       

   

５. 費用負担等   

航空運賃（渡航費）と滞在費の合計額のうち上限１０万円を、帰国後に支払う（精算払）。  

  

６．選考方法   

医学類長から順位を付して推薦された名簿等から決定する（若干名）。   

   

７.報告書等   

海外研修等終了後１ヶ月以内に、以下の内容を記載した和文報告書（１０００字程度）を筑波

大学附属病院国際医療センターまで必ず提出すること。   

 ①参加したプログラムの内容および趣旨   

 ②海外研修等で学んだことを、今後医療現場でどのように活用していくか   

 ③海外生活に関して、今後本プログラムにて海外研修する医学類生が参考になる情報   



   

８．申請書類   

① 申請書（様式１）            

② 履歴書（様式２）   

③ 海外臨床実習合格通知書  

④ 派遣先からの招聘状または招聘メール、およびその和訳   

   

９．締切   

令和２年２月７日（金）   

             

１０．問い合わせ先 

    ①附属病院国際医療センター（ＩＭＣ） 

   ②場所：附属病院Ｂ棟４０３室 

   ③E-mail：opima@un.tsukuba.ac.jp 

      ④ＴＥＬ：０２９-８５３-３５７５   
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